
   知財普及セミナー IN 大分 
ーアフターコロナにおける知的財産の勘所と相談事例ー 

 

（開催趣旨） 

アフターコロナ禍は WEB を利用した情報発信が

多くなり、知的財産の重要性が高まりをみせてい

ます。儲けを生み出し継続するには、失敗しない
ために知財の知識を習得して戦略を立案する必

要があります。そこで、本セミナーは知財の勘所

を対話形式で説明した後に、各テーマの相談事
例を、弁理士が対話形式で再現します。 
 

日時 
 令和５年 3 月 7 日（火）15:00-16:30 
                （WEB 聴講のみ） 

プログラム 
【15:00-15:04】 

 開会の挨拶 

【15:05-15:25】 

 セミナー①「知的財産の勘所」 

 講師／弁理士 松本 秀治 氏 

【15:25-15:40】 

 セミナー②「クレープ生地製造の自動化」 

 講師／弁理士 曽々木 太郎 氏 

【15:40-15:55】 

 セミナー③「会社のマスコットキャラクターの商標保護」 

 講師／弁理士 丹生 哲治 氏 

【15:55-16:10】 

 セミナー④「デザイナーが掲げる著作権の疑問」 

 講師／弁理士 下田 正寛 氏 

【16:10-16:25】 

 セミナー⑤「農家さんに配ったらダメですか？品種登録 

        前の注意点」 

 講師／弁理士 大久保 秀人 氏 

【16:28-16:30】 

 閉会の挨拶 

対象 

中小企業事業者 

農林水産関係者 

 

募集人数 

WEB 聴講 100 名 

(先着順) 

 

参加費 

無料（事前申込制） 

 

申込先 

 
 ここをクリック 

締切:3 月 1 日(水)正午 

 

問合先 

日本弁理士会九州会 

092-415-1139 

 

主催 

日本弁理士会九州会 

https://www.benrishi-navi.com/f/?id=a5680&type=20230307seminar

